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	ヨーガとわたし ～過去・現在・未来～
	特別研修会
	ヨーガ禅
	二〇二六年

	9.26
	10:30～17:00
	知恩院 和順会館
	(10:00受付開始)


	特別講演・実習
	高橋玄朴先生
	演題：航跡
	船の通った後に航跡が残る。しかし航跡は、大洋の波と混じりそのあとを知るものなどいない。人の人生の歩みもそのようなものだろう。私は２０歳のころに禅とヨーガに出会った。それは、たまたま「『自分
	とは何か？』と問う勉強がテレパシーや超能力の勉強より面白い」と聞いて、「自分とは全てである」と自答したことから始まった。８４歳の今日まで、これを問い、これに答えながら歩んできた。それは、禅の道であり、ヨーガの道である。 つまり、食と健康、日常の生活行動を突き動かしている自己の本体の観察（冥想かもしれない）、生きる営み＝呼吸と呼吸法の追求、家族・友人その他の人間関係…。 今まで歩んできた道、そして今現在の自分、これから目指すところ、を語っていきます。また、その後に椅子を利用して、坐ったままでも 気軽に実践できるヨーガ実習を行います。
	ランディープ・ラクワル先生
	演題：ヨーガと教育　 ～高橋先生や大学院生と歩んだ10年～
	人の成長と発展を促し、よい価値観を育み、 社会に貢献し国と自分自身の未来を形作るこ とができる人間を育成するにはどうしたらい いのか？人を育てるにはコミュニティが必要で
	あり、学生を指導するには大学が必要ですが、そのコミュニティは「大学院一般教育コース(GGEC)」プログラムのコースに一つの形で表れています。私は幸運にもその現場にほぼ創設当初から参加しており、私自身の日本での３０年にわたる歩みの中で、玄朴先生との出会いも含め、「禅」と「ヨーガ」、そして「教育」がいかに結びついていったのかを語ります。ヨーガを単なるポーズではなく「自らの義務を果たすための行動（カルマ・ヨガ）」として教育に取り入れることで、学生たちが人生の旅路において問題を解決していく力を育てることを目指したその軌跡、そして今後の展望をお話します。

	プログラム
	10:30～10:50　開会式 10:50～12:20　特別講演・実習① 12:20～13:00   休憩（昼食・各自持参） 13:00～13:15　集合写真撮影
	13:15～14:45　特別講演・実習②　 14:45～15:00   休憩 15:00～16:40   ヨーガ行法実習 16:50～17:00   閉会式
	会場
	留意事項


	知恩院 和順会館
	〒605-0062 京都市東山区林下町400-2
	TEL  075-205-5013

	主催・申し込み・問い合わせ

	日本ヨーガ禅道院
	京都市伏見区桃山南大島町70-25
	TEL：075-621-3831  FAX：075-621-3839   E-mail：info@yoga-zen.org  URL：https://yoga-zen.org/


